
「千葉県公立入試・数学の“いま”―直前期に学習すべき 33 単元」 
新・個別指導アシスト習志野校 櫛山亮人 

 

入試直前期のある日、中学 3 年生の A くんが本棚から古典の参考書を手に取り、ノートに古文作

品の作者や時代、ジャンルを表にまとめていました。 

「宿題？」と声をかけると、彼は首を振りました。 

「入試に出るかなって。授業で全然やってないし……」 

A くんは公立第一志望。併願の私立にも古典文学史の出題はありません。 

「過去問、文学史は出てこなかったよね。だから授業では扱っていないんだよ」 

そう伝えて手を止めてもらいましたが、胸には小さなざわめきが残りました。指導者が傾向を把

握していても、生徒は覚えていないものを見つけると不安から時間を割いてしまいます。塾だけで

なく、家でも学校でも学ぶ彼らが効率よく学習するためには、何が出題され、どう対策すべきかを

生徒と同じ目線で共有しておく必要があります。 

さて、次ページ以降の表は、英俊社「KAWASEMI Lite」を活用して作成した千葉県公立高校入試・

数学の出題単元一覧です。「KAWASEMI Lite」の分類をもとに出題を 255 単元に細分化すると、2012

年以降に実際に出題されたのは 105 単元（約 4 割）。さらに、2022 年の出題傾向の変化後に限ると、

わずか 33 単元に集中していることがわかります。もちろん「過去に出題のない単元」からも出題は

ありますが、直近の 2025 年入試で新規領域に当たる配点は 15 点のみでした。直前期は「広く薄く」

より、まずは 33 単元を取りこぼさないことが、得点の下振れを防ぐ最短の道だと考えます。 

あわせて注意したいのが、全国の過去問を北から順に解く定番の入試対策です。数学が得意な受

験生には有効な場合もありますが、千葉の傾向に最適化された学習とは限りません。たとえば数学

の「整数の計算」ひとつをとっても、東京＝小数・分数を含む四則混合／茨城＝整数の加減／千葉

（最近）＝整数の四則混合と、都道府県ごとに求められる型が異なります。 

一覧を見ると、同一単元が 2 年以上続けて出題される例も珍しくありません。そこで次点として

目を向けるべきは、2012–2021 に出題歴のある残り 72 単元（＝105－33）です。なお、この中には

整数の計算（加法と減法／乗法と除法）のように、単純計算の出題が減ったことで今後の出題可能

性が低いとみなせる単元も含まれます。直前期は時間が限られます。各自の苦手潰しは大切ですが、

出題確率の高い単元に優先的に時間を投下するという選択も、同じくらい合理的です。 

補足として、2022 年以降は単純計算が 6 問→3 問へと減り、数学が苦手な受験生にとっては対策

の軸がぶれやすくなりました。こうした生徒には、33 単元（目標点に応じてさらに厳選することを

前提）にフォーカスして、確実に得点できる単元を増やす戦略を提案します。 

入試が近づくほど受験生たちは、まだやっていないことを探し、解かなくてもよい難問に時間を

奪われがちですが、それが得点力の向上に直結するとは限りません。だからこそ本表を、生徒と講

師が同じ指針を共有するための共通言語としてお使いください。なお、英俊社との契約上の都合に

より各単元の問題を例示することはできません。必要に応じて過去問と照らし合わせてください。

「KAWASEMI Lite」では単元ごとの対策プリントを簡単に作成できます。当塾は同製品について

いかなる報酬も受け取っておりません。教材に関するお問い合わせは英俊社にお願いいたします。



 



 



 
 

 

 

 


